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序章　言えなかった後悔




私、秋月あきづき陽菜乃ひなのには小学校高学年の頃に毎週のように遊んでいた女の子がいた。

名前は尾崎楓おざきかえでちゃん。

肌は色白で唇はピンク色でふっくらとしている。目は二重で澄んだ瞳が特徴的だった。ツヤツヤの綺麗な髪は腰まであり、小学生とは思えないほど大人びていた。

学校は違えど、毎週日曜日に公園に集まって遊んでいたことを今でもハッキリと覚えている。

人の顔色ばかり伺う私とは違い、楓ちゃんは自分の感情を、人を傷つけずに口に出せる子だった。

私はどちらかというとクラスの男子にからかわれる性格で、よく相談に乗ってもらっていた。

楓ちゃんのアドバイスはその通りだな、と、毎回納得させられる。けれどごくたまに突拍子もないことも言う。

「その男子ってさ、陽菜のこと好きなんじゃないの？」

「え？　好き？」

「うん。興味なかったら突っかかったりしないと思う」

興味が無さすぎて視界に入られるのもイヤなんだとばかり思っていた。

「そんなわけないよ。私に『おまえってクラスで一番ブスだよな』とか『おまえから好かれるヤツは可哀想だよな』とか、酷いこといっぱい言うんだよ？」

「そんなわけなくないよ。陽菜はカワイイ。今まで出会った女の子の中で一番カワイイって思うし、陽菜から好かれる人は羨ましいって思うよ」

「……でも」

「私だったら嬉しいし。私は嘘は言わない。嘘吐きは嫌いだから本当のことしか言わない」

真剣な目で訴えてくる楓ちゃん。

私からしてみたら、こんなにかわいい楓ちゃんに好かれる人が羨ましい。

――できることなら私も楓ちゃんに好いてもらいたい。

なので、

「楓ちゃんは好きな人いるの？」

意を決して聞いてみる。すると、

「うん。いるよ、好きな人」

まっすぐ揺るぎない目で私の質問に答えた楓ちゃん。

いないと答えてくれたらどれだけ安心できただろう。

仮にいなかったとしても、同性の私なんかを好きになってくれるはずはない。

自分の楓ちゃんに向けている気持ちが恋愛として好きなのかと聞かれれば答えられないくせに、楓ちゃんには好かれたかった。

「そっか」と一言呟くと、楓ちゃんは頷いて話を続けた。

「私は好きになった人には胸を張って好きって言いたい。だから陽菜も、好きになった人には好きだと言える人になって」

「――うん」

（私の好きな人は……）

喉まで出かかった「私は楓ちゃんが好き」という言葉は飲み込んだ。

この瞬間から、この日の自分を悔やまなかったときはない。

分からなくても曖昧でも良いから、自分の気持ちを言葉にして伝えていたら、今の私はどう変わっていたのだろう。













第一章　似ている面影




高校を卒業した私は中小企業の一般事務で働き始めて、早三年。

普段はゆるふわな髪だが、腰まであるため仕事中は後ろで一括りしている。自分では分からないが、他人からはよくかわいいと言われている。

仕事にも慣れ、今日はひたすらパソコンで書類の作成をしていた。

「秋月さん、この見積書の金額もう一度計算してくれないか？」

誰かが作成した報告書を部長から受け取る。

「高樹さんにお願いしていたんだが、どうも計算が合わなくてな。頼む」

彼女はお昼に具合が悪いと早退している。

見積書は棚にあるはずだ。保管棚から探し出し、電卓を出して二、三度、素早く計算をする。結果、ただの数字の打ち間違いだった。

訂正した報告書を部長の元へ持っていき、「数字の打ち間違いでした」と報告をする。

「ありがとうな。にしても、彼女はミスが多いなぁ……」

眉間に皺を寄せる部長にすかさずフォローをする。

「高樹さんは体調が悪くて早退されてますし、しようがないですよ」

「……にしてもなぁ、皆、秋月さんみたいに仕事ができるヤツばかりだと良いんだが……」

部長が私を上から下へと撫でまわすように見た。

この、日下部くさかべ部長は飲みの誘いをしてくることがたまにある。そういう日は決まって私を撫でまわすように見た日だ。

あわよくば……という魂胆が見え見えで、一度も誘いを受けたことがない。

飲みにでも行ってしまえば何をされるか分からない。誘われる前に「では失礼します」と自分のデスクに戻る。

イスへ座りホッと一息つくと、

「お疲れ」

同期で友人の雛森ひなもり有理ゆうりが私の肩に手を置いた。

「今日飲みに行かない？　最近行けてなかったし、部長の愚痴も溜まってるでしょ？」

繁忙期で有理と食事に行けていなかった。最近やっと落ちつき始めたこともあって誘ってくれたのだろう。

「いいね、ぱーっといきますか！」

小声で伝え、密かに目でサインを交わした。
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定時になり「どう？　終われそう？」

有理は心配して私のパソコンを覗き込んだ。

「うん。もう終わったよ。いつもの場所にする？」

パソコンを閉じて席を立つ。有理と一緒に会社を出て馴染みの居酒屋へ向かった。

さっそくビールとおつまみを頼んで久しぶりに有理と一緒に飲む。ビールの冷たさが喉に染み、透っていく爽快感がたまらない。

一息つくと、有理は運ばれてきた枝豆をつまみながら聞いてきた。

「部長は大丈夫？　アイツ本当、陽菜乃に懲りないよね。もう目がセクハラだよ、セクハラ」

「ありがとう。でも大丈夫。受け流すのは上手くなったから」

「何かあったら言ってよ？　上に言いつけてやるから。そうそう、陽菜乃はプライベートどうなの？　恋人とかいないの？」

机の上に並んでいた揚げだし豆腐に箸を付けていると、有理は不思議そうに尋ねた。

「プライベート？」

「うん。陽菜乃の恋愛話とか聞いたことなかったなーって思って」

この職場で働き始めて三年。有理とも仲良くなって三年が経った。けれど、私の恋愛話をしたことは一回もない。

女性を好きだと打ち明けることが怖かった。

――私の初恋は小学生のときに毎週のように遊んでいた楓ちゃん。それからの恋愛対象はずっと女性だった。

中学に上がりクラスで仲が良くなった女の子に一目惚れをし、人生で初めて告白をした。けれど「同性が好きなのはおかしい」と拒絶され、避けられるようになった。

それ以来、自分の気持ちは誰にも伝えられなくなった。

私の想いは迷惑な感情でしかないのだと、同性を好きになってしまう私はおかしいのだと、ずっとそう思いながら生きてきた。

プライベートな話になりそうで怖くなった私は顔がひきつった。有理も何か察したらしく、真剣な表情をして私を見つめてきた。

「なにか悩んでいることがあったら相談して？」

有理は今、優しく私の手を握ってくれている。

言ってしまいたい。でも言ったら嫌われはしないだろうか。彼女は優しいし誠実だ。とても信頼できる友人としてこれからも付き合いたい。そう思うと、もう一人で抱え込むのは無理だった。

――息を飲み、

「有理、私ね……恋愛対象が男の人じゃないんだ」

そう告げた。

言ったあとに震える私の手を、有理は「大丈夫だから」と握り続けてくれた。

「……男の人じゃないってことは女の人？」

声のトーンからして軽蔑されてはいないようだ。

恐る恐る頷くと、有理は安心したように「なんだ、そんなことかー」と笑ってくれた。

「陽菜乃は恋愛に興味ないって思ってたから、聞けてよかった。好きになるのに男も女も関係ないんじゃない？」

予想の斜め上を行く言葉に私の思考は停止した。まさか肯定されるとは思っていなかった。

（女の人を好きでいていいのかな……）

有理に相談したことによって重りがなくなったような、そんな気がした。

「ありがとう。そう言ってもらえるとうれしい」

溢れる涙を手の甲で拭うと、少しだけ化粧が落ちてしまった。そんな私を見て有理は何かを思い出したように口を開いた。

「そうだ！　気分転換に連れて行きたいところがあるんだけど！」

有理はどこか楽し気に私を誘う。

「連れて行きたいところ？」

尋ねるとフフンと鼻歌交じりに得意そうに腕を組んだ。

「最近通い出したの。どこに行くかは、行ってからのお楽しみってことで！」
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有理に女性が恋愛対象だと打ち明けて一週間が過ぎた。

今日は以前誘ってくれた「行ってからのお楽しみ」の場所へ一緒に来ている。

レトロな外観。

一見普通のお洒落なカフェに思えるが、ポップで可愛らしい看板には「ハニーオンリー」という店名の横にメイドカフェの文字とイラストが描かれている。

メイドカフェ？　興味はあったがもちろん未体験だ。というかちょっと風俗っぽくて怖い。ボラれたりしないんだろうか。

先にお店に入る有理の後を追うように、私もお店の中へと足を踏み入れる。

入店すると、黒いフリフリのメイド服を着たメイドさんが「お帰りなさいませ、お嬢様～」と、キラキラした笑顔でお出迎えをしてくれた。

清潔感漂う真っ白な壁には、ところどころピンクや赤色のハート型が刻まれている。

お出迎えしてくれたメイドさんは肌が白くて眼鏡がとても良く似合っていて、笑顔も可愛い。つられてこちらまで笑顔になる。

有理がメイドさんを「はーちゃん」と呼んでいることから、このメイドさんとの仲の良さが伝わってくる。

なに？　このお人形のようにかわいい女の子たちは？

まるで夢の国へ入ったようでドギマギしていると、有理はいかにも慣れた様子で、はーちゃんと言葉を交わしている。

有理と親し気に話をしていたはーちゃんが料金やプランを説明してくれた。有理ったらいつの間にこんな楽しそうなところに来ていたのだろう。

辺りをキョロキョロと見渡していると、

「あの、お手洗い行ってきていい？」

有理は足をくねらせながら申し訳なさそうに聞いてきた。

「早く行ってきな」

そう諭すと、待ちきれないと言わんばかりに席を立ち、はーちゃんにお手洗いに連れていかれた。

一人ポツンと取り残されたため、もう一度お店全体を見渡してみる。

内装は白色に統一されており、基本置いてある物や壁は真っ白だが、壁には所々お洒落なお花の模様が描かれている。女性が好む空間だと思った。

メイドさんとお客さんの観察をしていると、その中の一人にとても気になるメイドさんがいた。

黒色のツヤがある髪は肩までのセミロングで、姿勢や一つ一つの動作がとてつもなく綺麗。他のメイドさんとは違い、一見ポーカーフェイスに見える。

ふと、なんだかどこかで会ったような気がした。あのメイドさんと話してみたい。

あまり見るのは良くないと、視線を逸らし下を向いた。

「お嬢様、お一人ですか？」

しばらくすると一人のメイドさんが声を掛けて近寄ってきてくれた。

「いえ……友達も一緒で」

顔を上げると、話したいと思っていたメイドさんが私の前に立っていた。

その人を間近で見た瞬間、衝撃を受けた。小さな顔に大きな瞳。小首を傾けてにっこりと微笑むその姿は、まさに地上に降りた天使のようだった。

「ご注文はお決まりですか？　もしお決まりでいないのであれば、ドリンク、フード、デザート、チェキのフルコースをおススメしておりますが……」

（とっても綺麗。吸い込まれそう。こんな綺麗な人に出会えるなんて）

私は即座に恋に堕ちていた。まさに理想の人だった。そしてなんだかとても懐かしい気がする。私はこの人を知っているが思い出せない。もどかしくてメイドさんから目を離せない。

　「どうでしょう？」といった感じで私に尋ねてくる。

容姿に比例して、透き通るような綺麗な声に気を取られてしまう。

メイドさんの制服の胸元を見ると名札が付いていて、『すず』と表記されていた。

「ではそれで……あの、コースは友達も一緒でお願いします」

「かしこまりました。お飲み物はどうされますか？」

飲み物のページを見せられ、結構な種類があることに迷ってしまう。ソフトドリンクからアルコールやコーヒーまで数はさまざまだ。

「とりあえずこのブルーハワイソーダーを一つお願いします」

自分の飲み物を先に注文し、有理が帰ってくるのを待つことにした。だが、待てどもなかなか戻ってはこない。心配になり席を立つと、すずさんが私に飲み物をすっと差し出した。

「お待たせいたしました、ブルーハワイソーダーです」

私に視線を合わせるように屈んでくれたので、もう一度座り直す。

「お嬢様、初めまして。自己紹介申し遅れました。私はこの城に住む妖精のすずと申します」

どうやらこのメイドカフェのコンセプトは妖精らしい。

すずさんは落ち着いていて、大きい黒い瞳がとても綺麗で、見ているだけで吸い込まれそうだ。唇もぷっくりしていて、ツヤもありドキドキしてしまう。

「あ、あの……私は、秋月陽菜乃と言います。陽菜乃って……呼んでくれたら嬉しいです」

緊張して声が震えてしまった。その瞬間、ずっと笑顔だったすずさんから笑顔が消えた。

すずさんは驚いたように私の顔を見つめている。

（どうしたの？　何か変なこと言ったのかな）

「……あの？」

「あっ、申し訳ございません。お名前がとっても可愛かったので。それでは陽菜乃お嬢様と呼ばせていただきますね。お食事物もすぐにお運びしますので、もうしばらくお待ちくださいませ」

「はい……」

私の名前を聞いて一瞬真顔になったすずさんだったが、すぐに笑顔が戻り、私の元から離れてしまった。

お手洗いからもどった有理はどうやらやっと落ち着いたらしい。帰ってくるなり私のドリンクに目を奪われていた。

「それ飲んでみたかったやつー」

「少し飲んでみる？　有理のドリンクはまだ頼んでないよ」

「いただきます！」と、一口飲んだ有理は美味しかったらしく、同じものを注文していた。

さっきは有理がトイレに行っていたからすずさんと少しだけ会話できたけど、もう有理が席を抜ける理由はないだろう。

もう一度だけ話したい。チェキのときに会話できるだろうか。

すずさんのことで頭がいっぱいで、頼んでいたオムライスが差し出されるまで、傍にすずさんが来ていたことに気付かなかった。

顔を上げると、すずさんが困ったような顔で私に微笑んでいた。

「大丈夫ですか？　こちらラブリーオムライスになります」

「……あ、ありがとうございます」

すずさんから美味しくなるように魔法の言葉をかけてもらい、一口食べる。卵の味が濃く口当たりはふわふわで、とても優しい味がした。

私がオムライスを食べる様子を見ては安心したように「何かございましたらそちらのベルで呼んでください」と私達の元からそっと離れてしまった。

(……やっぱりあんまり話せなかったな)

ガッカリしながらオムライスを少しずつ食べる私を見て、有理は、新しくきたブルーハワイを飲みながら話しかけてきた。

「さっきのメイドさん、人気なんだよ」

「そ、そうなんだ」

「陽菜乃はああいう人が好きなの？」

私が気にしていたことが分かってしまったのだろうか。やっぱり有理には全て見透かされている気がする。

「あのメイドさん、昔仲が良かった子に似てるんだ」

有理に一週間前、同性が好きだと打ち明けはしたが、深くは話していなかった。今、少しだけ楓ちゃんのことを話してみる。

「そっか。その子に話したらビックリしちゃうかもね」

「うん……でも、今はその子がどこで何をしているのか分からないから」

言いかけてすぐに有理を困らせてしまう話題だと気づいた。

「――だからつい懐かしくて。アハハ……」

笑って誤魔化してみたけれど、恐らく何かを勘づいたのだろう、有理はそれ以上何かを言ってくることはなかった。

この後も色々なメイドさんが私たちの席に着いて、いろんな話をしてくれた。

けれどすずさんが席へ戻ってくることはなかった。

――気づけばチェキを撮影する時間になっていた。

チェキの説明をしに来てくれたメイドによって、チェキスペースへと案内される。撮影場所には赤いソファーが設置されていた。

「ご指名のメイドはいますか？」

そう尋ねられ、有理も私も大きく頷いた。

有理は一番最初に席へ案内してくれたメイドさんが推しらしい。私はすずさんを指名した。

遠くで接客をしていたすずさんは、他のメイドに呼ばれ、私の元へと近寄ってきてくれた。

「ご指名ありがとうございます。陽菜乃お嬢様とチェキを通してより一層、想い出が出来て嬉しいです」

優しい笑顔を向けられ、キュンと胸が締め付けられる。

「お忙しいのにスミマセン、よろしくお願いします！」

ペコッと頭を下げてお願いする。

すずさんは片手でハートの半分を作ってくれて、私は左手でハートの片割れを作る。

すずさんのハートと合体させ一つのハートが表現できた。

チェキを撮り終えた後、すずさんは言った。

「かわいくなるようにデコってもいいですか？」

「は、はい！　あの、できればすずさんのサインもほしいんですけど……」

あつかましいと思われるかもしれないけれど、それでも一番最初のチェキはサイン付きで欲しかった。

これからも通うつもりだが、今日が特別だということには変わりはないから。

何を描いているのか見たかったけれど、完成してからのお楽しみで目を反らしていた。

数分後、「陽菜乃お嬢様、できました」と差し出されたチェキはハートがいっぱいでサインも入っていた。

彼女は私の傍にそっと近寄った。裏面を見せられ、白の油性ペンで電話番号とアドレスが書かれてあることを知った。

「あの……これって……」

すずさんは私に密着すると「陽菜乃お嬢様、連絡してくれますか？」と耳元で囁いた。

さっきまでの透き通った声とは一変、甘く脳にビリビリと電気が走ったような衝撃で、今にも腰が抜けそうだった。

「……は、はい」

「絶対ですよ」

「はい……」

お会計を終え有理と一緒に店内を出る。

すずさんの連絡先を手に入れるなんて夢みたい。けれど、メイドが客に連絡先を教えることは普通なんだろうか。

有理のチェキを見せてもらうと、可愛くデコレーションはしてあるものの連絡先は書かれていなかった。

「有理、はーちゃんって人の連絡先って知ってたりするの？」

それとなく聞いてみると、有理は「え？」と首を傾げた。

――彼女が特別なんだろうか。結局有理に「すずさんに連絡先教えてもらった」ということは言えずに家へ着いた。













第ニ章　諦めたはずの運命




家の中へ入るなり、チェキをカードケースから取り出す。時計を見ると、二十二時を指していた。

有理はメイドカフェの時間は十六時から二十三時までだと言っていた。メールだけ送ってみてもいいだろうか。

『秋月陽菜乃です。今日は楽しかったです。ありがとうございました。また時間があるときに遊びに行きます』

当たり障りない文章と、最後に自分の電話番号を入力して送信した。

お店の仕事を終えるにはまだ時間がある。

化粧を落とし、お風呂に入り終えた私は、温かい飲み物を飲んで気分を落ち着かせようとしたけれど、返事がくるような気がして落ち着くことができなかった。

――時計の針が日付を跨いだときスマホが鳴った。

（すずさんだ！）

慌ててスマホを手に取り、「こんばんは！　陽菜乃です！」と電話に出る。

『すずです。陽菜ちゃん、連絡してくれてありがとう。メールに番号書いてあったから電話してみたんだけど大丈夫だった？』

「陽菜乃お嬢様」から「陽菜ちゃん」に呼び方が変わっていて、敬語ではなくなっていたことがとても新鮮で嬉しくなる。

電話越しに聞こえるすずさんの声はとても優しくて、チェキのときに耳元で囁いてくれた感覚を思い出した。

「だっ、大丈夫です……今日はありがとうございました」

『うん、私も楽しかった。ねぇ、陽菜ちゃん。今週の日曜日って空いてる？　良かったら外で会わない？』

……外で。思いがけない言葉に秒で「はい」と返事をした。

すずさんと外で会えるなんて、そんなこと普通はあり得ない。なのに、こんなことがあっていいのだろうか。

『じゃあ、日曜日に。また詳しいことはメールするね』

「はい！」

すずさんにプライべートで会えると思うと、うれしくて興奮してなかなか眠れなかった。
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すずさんと何通かメールで連絡を取り、無事に集合場所と時間帯を決めることができた。

そして約束の日。

寝てられなくて早起きしたが、小一時間ほど服装に悩んだ。上の服装はクリーム色のニットトップスで、下は黒いスカートの小ブーツで出かけることにした。

髪の毛はゆるく巻き、更に一時間ほど時間をかけて念入りに化粧をし会う準備を万全にした。

今からすずさんと会うということを考えると、緊張で落ち着かない。

待ち合わせ時間は十時三十分。メイドカフェのある駅前に集まろうと決めていたため、三十分前には着いていようと早めに家を出た。

メイドカフェの最寄り駅に着くと早々、「陽菜ちゃん」背後から声を掛けられた。

振り向くとすずさんが立っていた。

白いＶネックと、モカ色のスリットジャンパースカートで、カジュアルな服装がとても良く似合っていた。すずさんの私服姿は目を奪われるほど綺麗だ。

「ごめんなさい、待ちました？」

集合時間までまだ時間はあるけれど、待たせていたら申し訳ないと顔色を伺いながら謝罪をする。

すずさんは「私もさっき着いたんだよ」と柔らかい笑顔を向けてくれた。

手を差し出され自然と握り返す。

わあ、手を握ってくれるんだ。嬉しい。とても小さくて柔らかくてすべすべだ。私の手は汗ばんでないかな。気持ち悪がられてないかちょっと心配しながら握り返した。すずさんはゆっくり歩き出した。

しばらく無言のまま歩き続けて人目が無いところに到着した。

すずさんは立ち止まり私の方へ振り向いた。

「陽菜ちゃん、会いたかった」

「え……」

「会いたかった」は私のセリフだ。やっぱり面影が楓ちゃんに似ている。

すずさんは私の異変を察知したかのように、「どうしたの？」と質問してきた。

「ごめんなさい。すずさんが小さい頃の友達によく似ていて」

「友達？」

「はい。名前は尾崎楓ちゃんって言うんですけど、すずさんに似てとても綺麗な子だったんです」

目の前にすずさんが立っているためか、より鮮明に思い出せる。

「私、その友達のことが大好きだったんです。けれどいきなりいなくなってしまって」

元気にしてたら良いんですけどね、と無理矢理頬を引き攣ってみせると、彼女はそっと私を抱き寄せた。そして泣きそうな声で囁く。

「そうかもしれない、いや、絶対そうって思いながら今日を迎えたんだけど」

「――すずさん？」

「やっぱり陽菜ちゃんは陽菜だったんだね」

何を言っているのか分からず、すずさんの言葉を待つ。

「嬉しいよ。忘れないでいてくれてありがとう」

「……え？」

――もしかして……いや、そんなことあるわけない。

……そう、こんなに都合がいいことはあるはずがないんだ。

けれど、もしすずさんが楓ちゃんだったら？　そうだ。そうに違いない。でも、もし違っていたら……他人の空似ということだってある。私は恐る恐る聞いてみた。

「すずさん、もしかして楓ちゃんなの？」

そう聞くと楓ちゃんはゆっくりと頷いた。

「うそ……」

「うそじゃないよ。私が尾崎楓だよ」

子どもの頃に別れた友達と大人になってから再開するなんて。人生ってこんなことがあるんだ。奇跡のような出来事に感動してしばらく何も考えられなかった。

楓ちゃんは私の肩を優しく触った。抱き寄せた体をゆっくりと離すと「いきなりいなくなってごめんね」と私の手を再度握った。

――今目の前にいるのは、私がずっと会いたかった楓ちゃん。

そう実感すると、堪えていた感情が零れるように涙が溢れる。頬を伝う涙を楓ちゃんは指で拭ってくれた。

「私、楓ちゃんのことを忘れた日なんてなかったよ」

「うん」

「なんで……いきなりいなくなったの？　私何回も公園に行ったんだよ。いっぱい待ったんだよ……」

言葉をつかえながら、今まで知りえなかった疑問を聞いてみた。

質問をし終えると同時に、あのときの悲しさが走馬灯のように押し寄せる。

――今なら答えてくれるような気がした。

「急な親の離婚で母親の方について行ったから。ごめん、ごめんね……」

――私が辛かったように楓ちゃんも辛かったんだ。感情任せに聞いてしまったばかりに、思い出したくないであろう過去を思い出させてしまった。

すずさんが楓ちゃんと分かって、好きだという気持ちがより一層増していくのが分かる。

――私は楓ちゃんが好きだ。大好きだ。今も昔もずっとずっと好き。

まだ好きだと伝えることはできないけれど、今は少しでもこの関係を大切にしていきたい。もう彼女を困らせるようなことはしたくない。













第三章　好きが故に嫉妬




楓ちゃんと駅で別れた後は、悩んでいたことが嘘みたいに毎日がキラキラと輝いていた。

仕事も順調で、気分良く作業をする私を見て、「食事どうかな？」と懲りることなく部長が誘ってくるけれど、「予定があるのでごめんなさい」と、気分良くあしらう。

自分のデスクに戻ってもイヤな顔一つしない私を見て、「なになに!?　ちょっと、どうしたの？」有理がこそっと話しかけてきた。

有理にはハニーオンリーに行った後、すずさんと連絡を取ったことも遊んだことも、ましてやすずさんが楓ちゃんだということも、何一つ話をしていなかった。

楓ちゃんからも「お客様に連絡先渡したってバレたらまずいから、できれば内緒にしてほしい」と言われていたため万が一、話すときは口留めをしようと決めていた。

今は仕事中だと分かってはいるけれど、喜びを抑えきれず鼻の下を伸ばし、ニヤけながら報告をする。

「あのね、先週すずさんと遊んだの」

私の報告に有理は「ええっ!?」と大声を上げた。そのため部長から「雛森、こっちに来い」とお叱りを受けている。

戻ってくる頃は暗い表情をしているだろうと思いきや全然そんなことはなく。有理はデスクに戻るなり、詳しく教えろと言わんばかりに私に体を密着させた。

「どういうこと？　遊んだってなに？」

「うん、実はすずさんね、私の初恋の子だったの」

「初恋って……話してくれた『楓ちゃん』ってこと？」

「うん、そういうこと……えへへ」

「ひええええっ!?」

ニヤけが止まらない私に、有理は悲鳴のような声を響かせた。

「雛森、おまえ今日はもう帰れ！」

「い、いえ、スミマセンでした。もう大丈夫です、多分」

「多分」という保険をかけながら、やんわりとイスに座り直した有理は、

「やばい、このままじゃクビにされる。仕事終わったら、行くよ！」

ジョッキを手に持ちグイッと飲む真似をする姿を見て、今夜飲みに行くことが決定した。

仕事を終え「早く」と、急かす有理に腕を引かれながら、行きつけの居酒屋へと向かった。

問答無用でビールを大ジョッキで二つ注文した有理は、次に三人前はあるだろうと思われる焼き鳥を注文する。

大ジョッキが運ばれてくるなり、有理は大口を開け、ゴクゴクと喉を鳴らす。

「で!?　どういうことよ！」

すでに酔っぱらっているのだろうかと思うほどのテンションで私を凝視した。

「連絡先を教えてもらえたの」

有理はギラギラとした目で次々と途切れなく質問を重ねてくる。

「で、で!?　どうなってんの？　付き合うの？」

「何言ってんの。楓ちゃんは私が女の人好きだって知らないし……あっ、楓ちゃんと連絡先交換していることは黙っていてほしい」

楓ちゃんに言われた通り、秘密にするようにお願いすると、有理は「了解！」と親指を立てた。

「でも、あの大天使、すずちゃんとねぇ。陽菜乃凄すぎるよ！　上手くいくように応援してるから頑張って！」

「うん。ありがとう！」

女性が好きだと伝えることができて、今もこうして話を聞いてもらって、有理がいてくれて本当によかったと思う。
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家に着いたのは夜中の一時だった。

スマホを見ると楓ちゃんからメールがきている。ただそれだけなのにこんなにも心が満たされる。

これ以上を望んでしまえば、きっと心臓が持たない。

メールを開いて目を通すと「次いつ会える？」という内容だった。友達だったらいつでも誘ってもらえる。せめて友達としては楓ちゃんの一番でありたい。

けれど、楓ちゃんに対する思いはこじらせてばかりだ。

自室のベッドの上で楓ちゃんに対する欲望を発散させる。熱く疼く下半身をどうにかしたくて、スカートを捲り上げて足を開いた。

触れなくても湿っているのは分かっていたが、パンツの中に指を入れてみると、思っていた数倍、湿っているのが分かる。一人で慰めるときは楓ちゃんの顔を思い浮かべながら気持ちを鎮めるため、今日もパンツの中に人差し指を一本忍び込ませ、強い刺激を与えないように触っていく。

（あっ、きもちい……楓ちゃん……きもちい……よ……）

楓ちゃんが触れているかのように想像しながら、軽く刺激を与えていくと、いつもこれだけですぐに達してしまうのだ。

全部の快感が陰核へと集中し、気分が最高潮に高ぶったところで足をピンと伸ばす。

唇をぎゅうっと噛みしめたけれど、

「――あっ、ああっ！」

ふわふわと宙を舞うような気持ちよさに、堪えることができなかった。
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毎週のように楓ちゃんと外で会い、ハニーオンリーにも足繁く通った。

私のプライベートは楓ちゃんとすずちゃんで、いっぱいに満たされていた。

ハニーオンリーに通っていて気づいたことも増えた。すずちゃん目当てで来る女の子もたくさんいるということだ。

私はすずちゃんの笑顔や仕草を見ているだけで心が癒される。すずちゃんが幸せなら私も幸せだ。この日も仕事を定時に終わらせ、店内ですずちゃんのメイド姿に見惚れていると、

「すずちゃーん、これね、すずちゃんに似合うって思って買ってきたんだ」

常連客と思われる、私と歳が近そうな女性がすずちゃんにお土産らしき物を渡している。

見れば分かる。女性の表情は完全に恋をしている顔だ。

すずちゃんに恋をしている女の子は私だけではない。

すずちゃんは私がメイドカフェへ来ると、気遣って良く話しかけにきてくれる。けれど、特別扱いをされると、他のお客さんから良く思われていないことも分かっていた。

睨まれたり不服そうな顔を向けられると正直居辛くなる。

「陽菜、大丈夫？　明日も仕事？」

困惑している私を察したのか、、すずちゃんはお冷を注ぎながらこそっと聞いてきた。

(……いけない、困らせてしまった)

「私の席にたくさん来てもらって……良いのかなって思って」

「来たいから来てるだけだよ。陽菜乃お嬢様は特別ですから」

「……ありがとう」

すずちゃんは優しい。今、この言葉は本心だと受け取っていいのだろうか。

すずちゃんはまっすぐな瞳で私を見ていた。




＊＊＊




ハニーオンリーは月の初めにメンバーの人気順がホームページ上で更新される。

ここのメイドカフェはメイドさんの数も多い。

今月の一位はすずちゃんだった。先月見た時は五位だったのに、人気が爆上がりしている。

すずちゃんに直接お祝いの言葉を言いたかった。私も今ではすっかりハニーオンリーの常連客だ。

明日に回せる仕事は明日の自分にお願いし、早めに仕事を切り上げた私は、

「おかえりなさいませ、お嬢様ー！」

今日もすずちゃん見たさにハニーオンリーへとやってきた。

メイドさんがお出迎えをしてくれ、席へと着くとすぐにすずちゃんがやってきた。

「陽菜乃お嬢様、お越しいただきありがとうございます」

今日もすずちゃんはかわいい。この笑顔を独占したいのだけど、そうはいかないのが辛い。

「かえ……すずちゃん、指名ランキング一位おめでとうございます」

「楓ちゃん」と言いそうになり、慌てて言い直す。

「ありがとうございます。陽菜乃お嬢様がたくさん来てくれたからですよ」

「そんなことない。すずちゃんにはたくさん支えてくれる人達がいるよ。私はすずちゃんに貢献していたか聞かれると違うと思うし……」

――私は毎回チェキを撮っているわけでもないし、頼むメニューもドリンクだけだったりすることが多い。お金をたくさん使っているわけではない。

正直、すずちゃんのランキングには全然力になれていないと思う。

「陽菜乃お嬢様も十分貢献してくれましたよ」

本当は一位になんかなってほしくない。人気があるのはうれしいけど、私だけのものになってほしいと願うのはわがままなのだろうか。

――ああ、今の私は嫉妬で醜い。

「あ、あの、このオレンジジュースをお願いします」

紛らわすかのように、ドリンクを一つ注文する。そこへ、常連客の一人が私の隣のテーブルへと腰掛けた。

この女性は他のお客とはどことなく雰囲気が違う。一つに結んでいる長い黒髪がとても綺麗で、後れ毛がとても可愛い。

服装も上品で、淡いピンク色のロングスカートがとてもよく似合っている。化粧が少し濃いが、とっても綺麗なお姉さまといった印象だ。

あまり視線を向けるのは失礼だということは分かっているが、つい、見てしまう。そのくらいこのお姉さまは魅力的だった。

お姉さまは独占欲が強いようで、とにかくすずちゃんにずっと話し続けている。すずちゃんはずっとニコニコして満面の笑みで対応していた。

私の元にドリンクを持ってきてくれたすずちゃんに、「すずちゃん」と隣りのお姉様が話しかけてきた。

（私に接客してくれている途中なのに……）

「一位のお祝いに三つ星ディナーをご馳走したいんだけど、いつが時間取れそう？」

まるでそうすることが当たり前と言わんばかりの口ぶりだ。

すずちゃんは、大げさな身振りで「いいんですかあ」「わあ凄い」「嬉しいです」とか言ってはしゃいでいる。その仕草がまたかわいい。

どう見ても一つ結びで、いかにも仕事の帰りにきましたと言わんばかりの私より断然目を惹く。綺麗にしていて自信満々なお姉さん。そして嬉しそうなすずさん。ダメだ。これ以上見ていられない。

ドリンクを持ってきてくれた手前申し訳ないが、この場にいたくなくて席を立つ。そんな私を見たすずちゃんは「陽菜乃お嬢様、どうされました？」と、やはり私を一番に気にしてくれるが、今の私は全然嬉しくない。

（早く立ち去りたい。一人になりたい）

「お会計をお願いしたいんですけど……」

すずちゃんではない他のメイドさんに声を掛ける。私の言葉を聞いたすずちゃんは「えっ」と、戸惑う声を上げた。

「急用を思い出して。もう帰るね」

バッグを持って席を立つ。伝票を持ってお会計をしようと席を離れた瞬間にちらっと見えた、常連客のお姉さまは何とも誇らしげな顔をしていた。

あのお姉さまとどういう関係なんだろう。

（気にしたらダメ。せめてメイドカフェを出るまでは涙なんて流しちゃダメ）

「本日の料金は六百円となります」

財布から千円札を取り出しお会計を終えると、「お嬢様、大丈夫ですか？　何かありました？」顔には出さないようにしていたのに、表情を読まれてしまった。

優しい言葉を掛けられると涙腺が緩んでしまう。

耐えなきゃ。すずちゃんがいるこの場で泣いちゃいけない。

「なんでもないです。心配していただいてありがとうございます。また来ます」

当たり障りない言葉を言い、お店を後にした。

出た瞬間、堪えていた感情が溢れるかのように、涙が頬に伝う。

お客さまからの人気が大事なのは分かっている。それに愛想よくしているのも理解しているつもりだった。だけど目の前で見せられてしまうとやっぱり辛い。

なによりやるせないのは、自分が嫉妬深くて醜いということを自覚してしまったからだ。

――私はなんて心が狭くて醜いんだ。

「うっ、ひっ、ひぐっ……」

通り過ぎる人たちにジロジロと見られる。

浮いているのは分かっている。けれど、涙の止め方が分からない。泣きやまなきゃ。そう思えば思うほど心の鎖は重くなる。

遂には一歩も動けなくなりその場に蹲った。

（今度こそ楓ちゃんとずっと一緒にいれると思っていたのに。私から楓ちゃんを取らないでよ……）

泣きながらバッグの中からスマホを取り出し、唯一相談できる相手へと連絡する。

プルルルと音を鳴らした後、「もしもし？」電話口から聞こえる声に安心した。

「ううっ、ゆうりぃ……」

有理は慌てた様子で私の名前を呼んだ。

『陽菜乃？　どうしたの？』

「私、楓ちゃんに……グズッ」

鼻を啜りながらも、何があったのかを伝えようと思った。けれど、何から話して良いのか、頭がグチャグチャになり、言葉に詰まる。

（どうしよう、早く説明しなきゃ有理を困らせちゃう）

蹲って動けない私の肩を、ポンポンと、誰かが優しく触れた。

スマホの向こうから、『おーい、陽菜乃？　今どこにいるの？』と有理の心配する声だけが聞こえる。

今肩を叩いた人は親切心だろうか、それともナンパ目的だろうか。

恐る恐る顔を上げて後ろを振り返る。楓ちゃんがメイド服姿でなんとも言えない表情で立っていた。

心配してくれている有理に「ごめん、やっぱり大丈夫」とだけ言い残し電話を切る。

「楓ちゃん……なんで？」

楓ちゃんは私に視線を合わせるようにしゃがみ込んだ。

「陽菜が心配で。何で泣いてるの？　誰に電話してたの？　急用の相手？」

心配事でもあるのだろうか。楓ちゃんの質問が止まらない。

「えっと……今電話してた相手は……」

「もしかして彼氏？」

――彼氏？　楓ちゃん、私に彼氏がいるって思っているの？

全力で顔をブンブンと横に振り、「違う！」と否定する。

いつの間にか涙も止まっていて、有理に電話した頃に比べると落ち着いて話ができそうな気がする。今自分が思っていることは、少なからず伝えられるような気がする。

（でもメイド服だし、お仕事はまだ終わってないはず。こんなことで時間を取らせるわけにはいかない）

――私と常連客のお姉さまとの差はこういうところにも出ているのかもしれない。

あの人だったら楓ちゃんに迷惑がかかることはしない。

私は内面でも容姿でもあのお姉さまに劣っている。自分の良いところなんてないんじゃないか。

「楓ちゃん、私って本当ダメだね……全然楓ちゃんに釣り合わない。迷惑ばかりかけてごめんね」

「えっ……」

釣り合わないといったことから、何に対して悩んで泣いていたかはバレてしまった気がする。それでも咄嗟の誤魔化しで元気であることを装う。

「ほら、楓ちゃんまだお仕事残ってるんでしょ？　早く戻らなきゃ」

これ以上迷惑はかけられない。

楓ちゃんの腕を引くように先に立ち上がると、楓ちゃんもゆっくり立ち上がってくれた。そして、不満げに私に視線を送る。

「陽菜、急用は嘘でしょ？」

見透かされていた。

「うん」と頷くと、

「じゃあここで少しだけ待っててくれる？　すぐ戻るから」

俯きそうになる私の頬を、楓ちゃんは「泣かないで」と、両手で笑顔になるように上げてくれた。

「私ね、陽菜に話したいことがあるの。今話さないと取り返しがつかなくなりそうだから」　

正直楓ちゃんが何を伝えたいのか分からなかったけれど、彼女を無下にするなんてできない。

楓ちゃんが私のところを去って二十分が経過していた。

「陽菜っ！」

私の名前を呼びながらこちらに向かってくる彼女に視線を向けると、メイド服から私服になっていた。カジュアルな服装で、下はスラッとしたデニムを穿いていた。とても似合っている。

急いで来てくれたんだ、息を切らして額には汗が滲んでいる。

（一生懸命走ってきてくれたんだ）

そんな姿にキュンと胸を打たれる。

「楓ちゃんお仕事は大丈夫なの？」

「うん。今日は早退させてもらったから大丈夫だよ」

これ以上迷惑を掛けられないと思っていたのに、楓ちゃんが気にしてくれることがとてつもなく嬉しい。













第四章　通じる想い




楓ちゃんが口を開いたのは、歩き始めて数分が経ったころだった。

どこに行くか分からず、ただひたすらついて行っていると、楓ちゃんの手が私の手に触れた。

体がビクッと咄嗟に反応してしまう。

「陽菜、私の家にくる？」

楓ちゃんに伺うように顔を覗き込まれた。

（って、こんなことでドキドキしている場合じゃない！　い、家!?　行ってみたい……）

「職場基準で住む場所を選んだから、ここからそんなに遠くはないんだ」

先ほど触れた手を逃がさまいと言わんばかりに、しっかりと握られた。よって、楓ちゃんの熱が直接掌に伝わってくる。

――多分、緊張しているのは私だけではない。

「うん。行きたい」

そう頷くと、楓ちゃんはよかった、と、安堵した表情を見せた。

いつも大人な印象の楓ちゃん。こんなに焦ってしまうほどに私に何の話をしたいのだろう。

（もしかしてさっきのお姉さまのこと……？　その人の相談をしたいの？）

顔を引き攣らせていると、楓ちゃんはリラックスさせるように手を緩めて握るを繰り返してくれた。まるで、そんなに緊張しなくても大丈夫だと言われているみたいに。
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本当にあんまり歩かずに着いてしまった。

こんなに職場と家が近かったらファンに特定されそうだ。できることならもう少し遠い場所へ住んでいてほしいというのが私の本音だ。

「ここだよ」と手を引かれマンション内に入る。

聞くところによるとまだ築一年も経っていないらしい。エントランスを通り、エレベーターへと乗り部屋へと到着した。

さすがは新しいだけあって、外観はもちろん、エントランスもとても綺麗だ。

「どうぞ」とさっそく部屋に通された。

部屋はとても綺麗で木造の壁紙が貼られていた。物もあまり置かれておらず、太陽が当たる窓側にいくつも小さい観葉植物が置かれている。

リビングの他にもう一つ部屋があることから察すると、広さは一ＬＤＫのような気がする。

キッチンで飲み物を用意してくれている楓ちゃんは、

「ソファーに座ってていいからね」

私をソファーに座るように促した。

けれど、テーブルの前に座布団用のクッションが置かれていたことから、控えめにクッションに座る。

――テレビも大きい。清潔感しかない澄んだ部屋を全体的に見渡していると、楓ちゃんはマグカップとクッキーを運んで来てくれた。カップの中は香りが良い紅茶が淹れられていた。

「部屋、なにか気になることあった？」

じろじろと見ていたのが気づかれてしまっていた。

恥ずかしくて、

「お洒落だなって思って」

と濁すと、楓ちゃんはクスクスと可愛らしい笑顔で微笑んだ。

「さ、食べようか」

「美味しそう。いただきます」

一口かじると、クッキーのほどよい甘さが口いっぱいに広がった。

「んんっ、美味しい」

頬が落ちそうになるとはまさにこのことだろう。

頬に手を当て幸せを噛みしめる私を見て、楓ちゃんはまた笑った。

さっきまで涙が止まらなかったのが嘘のように、今は笑顔いっぱいで笑えている。クッキーを食べ終えると、楓ちゃんの視線が私に向いているのが分かった。

（話したいって言ってたことを言われるのかな……）

心構えはできていたはずなのに、いざこの場になると不安で頭がいっぱいだ。何を言われてもいいように、ダメージを回避することばかり考えてしまう。

（怖い……傷を追うなら最小限にしたい）

なので、

「あの……今日お店で私の横にいたお客さん……綺麗だった……ね」

下を向いて呟く。なんとも歯切れが悪いことを言ってしまった。

（楓ちゃん困ったかな……）

不安になり、ふと顔を上げると、彼女の表情は変わることなく私を見つめている。

嫌な気持ちにさせたかもしれない。けれど、これだけはどうしても聞いておきたかった。

「こ、今度……ご飯、行くの？」

「なんで？」

「三ツ星レストランに行こうって誘われてたから……」

傷つきたくないと言いながら自分から墓穴を掘ってしまっている。

気持ちのコントロールができないでいると、

「プライベートはお店のお嬢様とは会わないんだ」

――と、困った顔をされた。

「……そうなの？　あのお姉さま楽しそうにしてたけど」

「そうだね。でも興味ないよ」

「……そ、そっか。変なこと聞いてごめん……」

気持ちを落ち着けよう。カップを手に取り、紅茶に口をつけた。

本当は「レストラン」に興味がないのか、あの「お姉さま」に興味がないのか、根掘り葉掘り聞きたかった。けれど、しつこいと思われそうで聞き返すことをやめた。

楓ちゃんは下を向き、思いつめたような表情で何か言いたそうにしている。

（どうしたんだろう。気を悪くしたのかな、もっと謝ったほうがいいのかな）

やがて楓ちゃんは溜息を吐くと、何かを意を決したように、だけど、弱々しく言った。

「あのね、こんなこと言うと嫌われたり、もう会ってもらえないかもしれないんだけど……」

「え？　なに？」

（何を言われるんだろう。嫌な言葉は聞きたくない。今迄通りでいいから友達でいたいよ）

唇を噛みしめ、楓ちゃんの言葉を待つ。楓ちゃんは消えるような、か細い声で私の名前を呼んだ。

「ねぇ、陽菜。私は陽菜のこと大切なんだよ。一番に……誰よりも」

（誰よりも……？）

楓ちゃんの手は震えていた。そっと重ねるように触れると、彼女の手の温もりが伝わってきた。

楓ちゃんがどういう気持ちで言ってくれたのかが、直接体温で伝わってきた。

（一番に、誰よりも……）

そう心の中で繰り返す。その瞬間、私の心の奥底に封印していた何かがこじ開けられた。それは心臓を抉られるような、言葉では言い表すことができない嬉しさだった。

このふわふわとした感情をどうにか伝えたくて、

「私の方が楓ちゃんを一番に想ってる」

私の方が大好きということを伝える。

――重ねていた手をぎゅっと握りしめると、楓ちゃんからは溢れんばかりの笑顔が零れた。その笑顔が眩しくて、嬉しくて、締め付けられるように胸がきゅうっとなる。

楓ちゃんは私の頬に手を添え、「わかってるよね？」と囁いた。

「え？」

「陽菜のことを好きって意味は、愛してるって意味だよ」

楓ちゃんは私と同じ気持ちでいてくれている。

改めて楓ちゃんの想いを確認できたためか、目に涙が滲む。

楓ちゃんの瞳も私と同じく潤んでいて、あと少しで泣いてしまいそうな、そんな瞳をしている。

嬉しくて、私の方が先に涙を零してしまった。

（嬉しい……こんなことあっていいの？　夢じゃないよね？）

夢だとしたらせめて、今ここで伝えきりたい。

「私も楓ちゃんがずっと好きだった。だから楓ちゃんが引っ越してしまってずっと後悔してたの……楓ちゃんを好きになって、もう女の人しか好きになることができなかったの……」

「――じゃあ私が陽菜の初恋なんだね」

私の気持ちに答えるように、楓ちゃんは私をゆっくり抱きしめた。心地いい香りに癒される。楓ちゃんの息が耳に当たり、つい、身構えてしまった。

（どうしよう……抱きしめてくれて嬉しいけど、恥ずかしすぎる。こんなの心臓がもたないよ……）

早く離れないとと思いつつも、無意識に楓ちゃんの背に腕を回していた。思考と体が一致しない。頭では離れなきゃいけないと思いつつ、体は楓ちゃんを求めている。

私の頬に楓ちゃんの唇が当たり「ひゃっ」と甲高い声を出してしまった。

（今の、自分の声!?　私なんて声を……）

頬伝いでも分かった。楓ちゃんの唇の感触、プルプルでとっても心地いい。もし唇と唇が重なったらどうなってしまうのだろう。

視線を反らすことなく彼女の唇に目を向ける。けれど、すぐに私の目線は唇から瞳に移動した。楓ちゃんの瞳に魅入ってしまう。

（こんな瞳で見つめられたら私――）

唇のすぐ横にキスをされ、「んんっ」と声が漏れる。

（なんで唇にしてくれないの……？）

私の理性はもう限界だった。

早くキスをしたくて唇が触れる位置まで近づこうとしたとき、楓ちゃんは「まだダメ」と私のキスを拒んだ。

（こんなに求めているのは私だけなのかも……）

背中へ回していた腕をゆっくりと離す。どうしたらいいのか分からず、楓ちゃんの顔を見れないでいると、楓ちゃんは「今から大事なことを聞くから顔を上げてくれる？」と、私にお願いをしてきた。

言われた通り顔を上げる。楓ちゃんは私の背中を撫でながら言葉を発した。

「ねぇ、陽菜。私の恋人になってくれる？」

「こい、び……と？」

「陽菜とずっと一緒にいたいの、ダメ？」

ショボンとする楓ちゃんを見て、私はようやく今何を言われたのかを理解した。首を横にブンブンと振り、精いっぱい否定する。

（そ、それって、これから楓ちゃんの特別にしてくれるって……こと……？）

ずっと憧れていたシチュエーション。自分からは恐れ多くて到底口にできなかったことを楓ちゃんは伝えてくれた。

ずっと昔から楓ちゃんとこうなることを夢を見ていたからか、嬉しさのあまり、楓ちゃんの胸に埋まるような形で抱き返した。すぐに顔を上げ自分の気持ちを伝えてみる。

「ありがとう、言ってくれて。私は怖くて言えなかった……。もし断られると考えると……」

もう嬉しさで胸がいっぱいで涙が溢れ言葉にならない。

「もう、陽菜を離したりしないからね」

告白された嬉しさと、恥ずかしさで、そっと楓ちゃんから離れる。

ギュッと膝の上で拳を作ると、今度は楓ちゃんが私の手を包み込むように両手を重ねた。

「陽菜、今日はお泊りできる？」

「お、お泊り？」

「うん。恋人になったんだし、離れたくないな……ダメ？」

そんなことない。そんな……むしろ泊まらせてほしいとお願いしたいくらいなのに。

ずっと恋焦がれていた人と一日一緒の部屋だなんて。こんなに幸せなことがあっていいのだろうか。

――泊るということは今日はこの家に二人きり。一日中楓ちゃんを独占できると思うと、よこしまな考えが頭の中を駆け巡る。

（だめだ、我慢できない。抱きしめたい。楓ちゃんはちゃんと言ってくれた。今度は私が伝える番だ）

楓ちゃんを見下ろすように膝立ちをし、上から顔を近づける。

「……陽菜？　どうし――」

大胆にも彼女の唇に自分の唇を重ねると、マシュマロのような柔らかさに私の心はかき乱される。でも、この後どうしたら良いのか分からない……。

パニックになって唇を離すと、私の唇を撫でるように触った。私の唇に触れた指を舌を出してペロッと舐めた。その光景を見るだけで全身に熱が籠っていくのが分かる。

まるで自分の体の一部を食べられたみたいな錯覚に陥ってしまう。加えて目眩してしまいそうだった。そのくらい、楓ちゃんがすることなすことにドキドキして動揺してしまう。

「私、上手くできない……だからもうおしまい！」

楓ちゃんのお腹に手を当て、ぐっと引き離そうとするけれど、楓ちゃんが私の腰に腕を回しているため立つことができない。

「やめないで？」

上目づかいで甘える楓ちゃんに平常心ではいられなくなる。

この先の未知の世界を知りたくて、楓ちゃんに全てを委ねようと決めた。私はまた欲するように顔を近づける。すると、楓ちゃんの舌が私の口の中に侵入した。

ついさっきした触れるだけのキスとは違い、今度は吸い付くようなキスだ。

唇が食べられてしまいそうなほど、唇に強い刺激が押し寄せる。楓ちゃんの吐息が直接伝わってきて、私を必死に求めてくれている。その姿に意識が持っていかれそうになる。

先ほどクッキーや紅茶を口にしていたからだろう、口の中が甘ったるくて美味しい。もっと欲しくてたまらない。

味わうように深いキスに酔いしれる。

これもキスなんだ……こんなに気持ちが良いんだ……。

楓ちゃんは口の中に侵入していた舌をぬるりと引っ込め、唇を微かに離し私に尋ねた。

「生まれて初めてのキス……陽菜は？」

言葉にできる余裕がなく、こくりと頷く。

（楓ちゃんの初めてのキスが私……!?）

初めてのキスであんなに気持ちいいだなんて。天にも昇るような感覚だった。

さっきの唇の感触が脳裏に過る。

（――ああっ）

思い出すとつい、背筋がビクンと痙攣した。思い出せば思い出すほど、体中でもっとほしいという疼きが止まらない。もっと体全体で楓ちゃんを感じたい。

物欲しそうな顔をすると、楓ちゃんは私から視線を反らした。

もう満足してしまったんだろうか。私が人より淫欲なのだろうか。大事なところから溢れ出る液がもう、パンツにぐちょぐちょに湿っているのが分かる。

（こんなになっているのは私だけ？　楓ちゃんはどうなんだろう）

楓ちゃんの手が私の胸へと伸びる。気づいたら私も楓ちゃんの胸に自分の手を当てていた。

服の上からお互いをまさぐり合いながら、素肌に触りたくて次第に服は手の中へ入っていった。

「脱がすね」と、楓ちゃんは私の服を捲り上げる。キスしたときとはまた違う恥ずかしさだ。

「ま、まって……」

おへその上まで捲り上げられた。全てを見られる前にストップをかける。

楓ちゃん自身はまだ服を脱いでいないけれど、服の中に手を忍び込ませたときに触れた肌の感触は、すべすべで私の肌とは全然違った。何の手入れもしていない私の肌は楓ちゃんの肌とはまったく違う。それにスタイルも。私は体型に気を遣っていなかった。

楓ちゃんとは抱き合いたいし抱き着きたい。肌で直接気持ちよさや体温を感じたい。そう思っていたはずなのに、いざそうなると体を見られることが怖い。

ガチガチで固まっている私に、楓ちゃんは「怖い？」と尋ねてきた。

「うん。だって、私の体は楓ちゃんと全然違うから。楓ちゃんみたいにすべすべしてないし、体型もだらしないと思うし……見せれる体じゃないよ……」

言っていて楓ちゃんに対する罪悪感と、何故体のメンテナンスを怠っていたんだろうと自分を悔やんで泣きそうになった。

「私も自分の体に自信ないよ。でも、陽菜には見せられる。陽菜は違う？　私じゃ見せられない？」

悲しそうな楓ちゃんの声を聞いて、そんなことないと首を横にブンブン振る。

「楓ちゃんの体は凄く見たい！」

「私もそうだよ。陽菜の体だから見たいんだよ。全部愛しているから」

……私がどんな楓ちゃんでも大好きと思うように、彼女もどんな私でも受け止めてくれる覚悟をもってくれているんだ。楓ちゃんはまたゆっくりと私の洋服を胸の位置まで捲り上げた。

今、楓ちゃんから胸を見られている。先ほどの緊張は嘘のように解けていて、むしろ、見てくれているということに幸福感まで感じる。

「胸、大きいし形もいいし、羨ましいな」

うっとりと、見惚れるように私の胸を凝視している楓ちゃん。

楓ちゃんは私が失いそうになっていた自尊心を取り戻させてくれる。そんな楓ちゃんに、私はどうしたら返せるのだろうとずっと悩んでいたけれど、一つ答えが出た気がする。

楓ちゃんが好きだと言ってくれる全てを好きになろう。――いや、好きになりたいと思った。

着ていた服を脱がされ、ピンクのブラジャーのみとなった。楓ちゃんは、ほら、やっぱりと言いたそうな表情で「陽菜の裸、綺麗だよ」と目を細めて微笑みながら褒めてくれた。

（もう！　私ばっかり恥ずかしい。　私だって早く楓ちゃんの裸見たいのに……）

言いたくても言えなくてもじもじしていると、

「陽菜も脱いでくれたから私も脱ぐね」

楓ちゃんは少し恥ずかしそうにはしていたけれど、自ら着ていた洋服を脱ぎ出し、恥ずかしくて目をぎゅうっと瞑る。

（ひゃあっ、ま、まだ心の準備が……）

赤面しながら楓ちゃんに「も、もう脱いだの」と確認した。

「脱いだよ。へへっ、思ってたより恥ずかしいね」

楓ちゃんの困ったような笑い声で息を飲み、恐る恐る目を開けた。

色白で触り心地よさそうな肌。ブラジャーはワイヤーなしのお洒落なブラだった。黒色でフリルが付いている。両手に納まりそうな綺麗で形のいい胸に魅入ってしまった。

（ブラの上から胸に触れて、そのままブラの隙間に手をスルッと忍び込ませたい）

楓ちゃんがどんな顔をするのか考えただけで、ぞわっと全身が震える。私のあそこがより湿って、パンツの中がじゅくじゅくになっているのが分かる。

「ねぇ、触り合いっこしよう」

「うん」と言う間も与えられないまま、楓ちゃんの手は私の胸へと伸びた。先ほど触れていた胸の箇所とは違い、内側に寄せるように私の胸をすくいあげた。

「あっ、ん」

恥ずかしい。けれど、楓ちゃんに触られていることがたまらなく興奮して声が漏れてしまう。唇に手を当て、必死に声を押し殺していると、簡単にブラを上へとずらされた。

（どうしよう……胸、見られちゃってる……）

「陽菜の胸、たまらない。触ってって主張してるみたいで凄くいやらしい」

細くて綺麗な指先で乳房を触られている。

「はあ……っうっ、んんっ」

優しく触られれば触られるほど私の口から出る声は次第に大きくなっていく。私の反応を見た彼女の目は、とても輝いて見えた。まるで、ずっと見たかった何かをやっと目にしたかのようだ。

（このままじゃ私だけ気持ちよくなっちゃう……）

この恥ずかしさが続くのは耐えられなかった私は、両手で楓ちゃんの胸に触れた。ブラの上からでも、形が良いのが分かる。なにより、強調している胸の谷間がいやらしさを倍増させている。

「……んっ、陽菜、もっと触って？　ほらっ……」

楓ちゃんの色っぽい声が脳内に響く。と同時に、彼女は息を切らしながら、私の胸の突起を指でコリコリッと攻め始めた。

「っ……ん!?　あっ……ひっ……」

ぞわっと痺れるような、甘い感覚が電気のように体中に駆け巡った。それはまさに一瞬の出来事で、次第に乳首に熱が籠っていくのが分かる。あっという間にピン、と、主張するみたいに尖ってしまった。

（私も、もっと触りたい……）

楓ちゃんのブラの隙間に手をゆっくり忍びこませる。ハリがあって柔らかい感触にビックリしてしまった。軽く揉んでみると、楓ちゃんは顔を真っ赤にしたまま、ビクンと体をのけ反らせた。反応を見ながら乳首に指を持っていく。ツンツンと爪で突いてみると、「つんあっ……」と、小さく声が漏れた。

ゴクリと生唾を飲み、直に伝わる肌の温度でこの瞬間が夢ではないことをひしひしと実感した。

（キスしたい、しながら触りたい……もっと触りたい……）

我慢を抑えきれず、胸をむぎゅうっとわし掴みにして、楓ちゃんに顔を近づける。お互いにブラをズラした状態のまま乳首を指で攻め合い、ちゅっちゅっと軽いキスを何度も繰り返す。

脳みそが沸騰しそうなほど、体が熱い。足のつま先まで熱を帯びている。楓ちゃんは、待って、と、私の腕を掴んだ。

「ん……っ、は……、陽菜、少しベッドに横になろう？」

「うん……」

楓ちゃんの胸から手を引っ込める。温かさと感触はジンジンと掌に残っていた。

ずれていたブラを元の位置に戻し、露になっていた胸を仕舞う。

「こっちだよ」と言われた部屋へと入ると部屋の電気がつけられた。部屋にはふかふかと気持ちよさそうなベッドが置かれていて、ベッドの上にはフリルが付いた枕が置いてある。とてもかわいいベッドだった。

ゆっくり足を踏み入れてベッドへと近づくと、白色のサイドテーブルがありそこには間接照明が置かれていた。

楓ちゃんは「陽菜」と、甘い声で私の名前を呼ぶと、後ろから優しく抱きしめてくれた。楓ちゃんの柔らかい胸が私の背中にぴったりとくっ付いている。

抱きついてくれただけで、楓ちゃんは本当に私と一緒の気持ちなんだということが伝わってくる。楓ちゃんの腕にそっと自分の手を添えると、「パンツになって？　ベッドに横になろう？」と、囁いてくれた。

（パンツ……楓ちゃんの太ももとか見れるんだ……）

メイドカフェの制服はスカートがひざ丈と、少し長めだ。メイドさんは皆、白や黒のタイツを穿いているため、生足は見た事がない。

今から見れるという感動が頭の中を支配する。恥ずかしさも相まって小さく返事を返すと、背後からごそごそと動いているのが伝わる。楓ちゃんは私が返事をする前に自身が穿いていたデニムを脱ぎ始めたようだ。

楓ちゃんが後ろで脱いでいると思うと今にも振り向きたい衝動に駆られる。

（パンツ……ちゃんと下着と合わせて穿いてきたかな、違ったらどうしよう）

不安を抱えながら自分の穿いていたスカートに手を伸ばし、横のジッパーを下げ、スカートを下した。

（よかった。ちゃんと上下同じだった）

ホッと安堵し、後ろから覗き込んだ楓ちゃんと視線を合わせる。初めて見る生足。ツヤツヤしていて、とても綺麗で、同じ女性とは思えない。

流れに身を任せる。自然とお互いベッドに横になった。
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抱き合いながらキスをして、どれくらいが経っただろう。

楓ちゃんのマシュマロのような心地いい温もりと、甘い唇にひたすら体を預けていた。いや、その心地よさに永遠に溺れていたいという思いが正しいかもしれない。

舌の侵入で唾液が混ざり合うディープなキスに、もう脳みそは溶けっぱなしで何も考えられなくなっていた。濃厚なキスを何度も繰り返しながら、

「んんっ、ふっ」

先ほど触っていたブラにまた手を滑り込ませる。先ほど胸の触り合いっこをしていたこともあり、どのように触れたら楓ちゃんが気持ちよくしていたか鮮明に覚えていた。カリカリと、掻くように胸の突起に刺激を与えると、

「あっ、あっ、ああ……き、きもち……いいっ……」

ビクビクッと何度も痙攣しながら、やっと言葉を発している楓ちゃん。そのドロドロに溶けきった表情は本当に気持ちよさそうで、そんな楓ちゃんを見ているだけで私まで一緒に気持ちよくなってしまう。

ジンジンと赤くなった乳首に吸い付きたい。顔を胸の位置まで近づける。ブラを上にずらすなり、乳房をめいっぱい持ち上げ堪能する。ひくひくと熱を帯びている乳首が真っ赤に実った果実に見え、舌を出してペロッと撫でる。

「っん……ひ、……あ……」

声にならない声を上げながら、迫りくる快感に堪えているようだった。

（はあっ、カワイイ、もっと舐めたい……）

興奮が最高潮の私は、どうしたらいいのか分からないなりにも、ひたすら乳首を舌で舐め上げ、時折吸い付くということを繰り返す。それらは楓ちゃんの口から漏れる声を頼りに、与える刺激を変えた。

体をくねらせ始めた楓ちゃんを見て、次、自分に何ができるのだろうと、持ち合わせていない知識を頭の中でフル回転させる。足を楓ちゃんのすべすべとした太ももに擦りつけると、もっちりとした感触に包まれた。乳首を責めていた片方の指を楓ちゃんの太ももへと持って行く。上から下へともちもちの太ももを撫で堪能する。この感触だけで自慰行為のおかずにできてしまう。私がこんなにスケベな目で見ているなんて知らないんだろうなと、触りながら吐息がハアッと漏れる。気持ちよさに身を任せていると、パンツであろう、布地に触れてしまった。少し触れただけでも分かるほど湿っていて、上からそっと触れてみると、楓ちゃんの甘い声はまた格段と色っぽさを増した。

「あ、あ……ん……」

よほど恥ずかしいのだろうか、抱きしめてくれていた腕に力が入る。楓ちゃんの全てが愛おしくて、楓ちゃんの感触を体に覚えさせたくて、パンツの隙間から指を入れてみる。

中は愛液のせいでもはや大洪水といった状態だった。ふにふにと蜜部に触れる、それだけで、ねばっとした愛液が糸を引く。

「ま……っ、て、陽菜……一緒に、んっ……」

楓ちゃんの指が私のお腹へ移動し、探るように下半部まで移動した。そして、その手は迷うことなく私のパンツに侵入してきた。

「っん！　あ、ひぁ……っ」

割れ目を擦るようになぞられ、元々溶けきったはずの体の力が、触れられる衝撃で更に溶けていく。ゾクゾクと甘い快感に抗うことができない。それでも楓ちゃんは『一緒に』と言ってくれた。私も楓ちゃんともっと気持ちよくなりたい。その一心で、ぴちゃぴちゃと興奮を掻き立てる水音に耳を澄ませる。

同じように割れ目をなぞり、次第にお互いの指は陰核へと移動した。ゆっくりと傷つかないように優しく指の腹で触れる。

ぐちょぐちょの蜜部をいじっていたからだろう、すべりが良くなっている指が、軽く陰核に触れただけで体がのけ反るほど気持ちよかった。それはまさに天にも上ってしまうほどの快感で、　

「ああっ！　あ、んんっ……だめ、それ……だめ……あっ！」

「きもち……いいっ……ひ……な……」

「……ひぅ……かえ……ちゃ……」

足のつま先まで痺れる快感にただただ夢中になった。言葉にならない声を出しながらダイレクトに伝わってくる刺激に全ての意識を集中させ、

「も、っ、だめ……だめっ」

「わた……し、も……」

お互いの指で一気に絶頂に昇りつめた。

「あ、はあっ……あっ……」

気持ちよさで腰がガクガクと震える。自慰行為のときは陰核で達すると膣内に指を入れる。そうすることによって体がどれほど悦んでいるのか直接知ることができて、より気持ちよさに浸ることができる。そのため楓ちゃんの膣内にも意識的に人差し指を入れてみる。

「ん……ン」

楓ちゃんはビクビクと体を揺らしながら私の指を受け入れてくれた。膣内は小刻みに脈を打っていて、時折きゅうっと私の指を締め付ける。楓ちゃんの体も悦んでくれていた。

ちゅぽっ、と、愛液まみれの膣内から指を抜く。

――私が知っている性の知識はここまでで、これからどうすれば良いのかが一切分からない。

「陽菜……すっごく気持ちよかった……」

「楓ちゃん……私、ここからどうすればいいか分からなくて……」

これ以上の知識がないことを伝えると、楓ちゃんはゆっくりと頷いた。

「私も……どうしたら良いのか分からない。けど、陽菜が愛おしいだけだから。ゆっくり愛を深めていこう？」

目に涙を溜め余韻に浸っている楓ちゃんを見て、少しずつ知っていけばいいんだと、気持ちが和らいだ。

おいで、と、手を伸ばしてくれている楓ちゃんに抱きつき、胸に埋まるように体を預けた。
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――目が覚めると明るい日差しがカーテン越しから照らしている。

私の体には楓ちゃんの私服が着せられていた。そして隣で眠っている彼女に目を向ける。気持ちよさそうに毛布に包まって眠っていた。その光景を見ると、夢ではなかったんだと嬉しさで胸がいっぱいになった。

楓ちゃんの頬にそっとキスを落とす。

（――それにしても昨日のすごかったな……）

毛布を捲り自分の下半身に目を向ける。それだけで昨日のゾクゾクと満たされた快感がすぐに思い出される。上手く表現できないけど凄く気持ちよかった……

余韻に浸っていると、楓ちゃんが「陽菜」と私の名前を呼んだ。

「体大丈夫？　ちょっと無理しちゃったかな？」

「――う、ううん、それよりいつのまにか寝ちゃってたみたいで……ごめんね、腕痛くない？」

申し訳なさで俯いていると私の指に自分の指を絡めてくれた。

「気持ちよさそうに眠る陽菜を見れて満たされたよ。そんな顔しないで？」

私の額にキスを落とした楓ちゃん。嬉しくて、幸せで、楓ちゃんにむぎゅっと抱きつく。そして、そのままの状態で私は楓ちゃんに尋ねた。

「楓ちゃん。私、また女性のお客様に嫉妬することもあるかもしれないんだけど、またハニーオンリーに通っていいかな？」

私は楓ちゃんが大好きだ。けれど、キラキラと輝きながらお仕事を頑張るすずちゃんも、どうしようもないくらい大好きなのだ。

楓ちゃんは「もちろん」と、嬉しそうに微笑んでくれた。そんな楓ちゃんが可愛くて私はまた想いをぶつけるようにキスを落とした。




二人でいるだけでこんなに幸せなんだから。




――この先なにも怖いものなんてないよ。
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